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１． 問題冊子は、監督者が「解答始め」の指示をするまで開かないこと。 

 
２． 問題冊子は全部で７ページである。脱落のあった場合には申し出ること。 
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６． 解答に字数の制限があるときは、句読点や記号も含めて数えること。 
 
７． 解答以外のことを書いたときは、該当箇所の解答を無効とすることがある。 

 
８． 解答用紙の裏面は計算等に使用してもよいが、採点はしない。 

 
９． 問題冊子の余白は下書きに使用してもよい。 

 
１０． 解答終了後、配付された解答用紙はすべて提出すること。問題冊子及び下書き用

紙は持ち帰ること。 
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第 1 問 
 
 次の各問いに答えなさい。 
 
問 1 17 世紀の科学者 ガリレイ（Domino Galileo Galilei, 1564-1642）は材料力学にお

いても重要な業績を残している。その中で以下の「 」に示す一般論を述べている。その理

由について 200 字程度で説明しなさい。 
 
「構造物の大きさをとほうもなく大きくするということは、人為的にも自然界でも不可

能である。オールとか帆げた、はり、鉄のボルトなどの部品をただ超巨大にしただけでは、

舟、宮殿、寺院などを超巨大にすることは不可能である。」 
（材料力学史、鹿島出版会より引用） 

 
 
問 2 以下の表に示すように、わが国では令和元年以降をみても頻繁に地震が発生してい

る。被害の大別としては地動によるものと津波によるものに分けることができる。ただし表

中の「M」は地震の規模マグニチュード、「負」は「負傷者」、「死」は「死者」を表す。 
防災および減災という視点から、常日頃より自身はどのような対策を行っているか、ある

いは学校でこれまでに取り組んだことのある特色ある対策や訓練について、400 字程度で説

明しなさい。 
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発生年月日 震央地名・地震名 Ｍ 最大震度 津波 人的被害 物的被害

令和６年（2024
年）3月15日

福島県沖 5.8 ５弱 負 4 なし

令和６年（2024
年）1月1日

石川県能登地方令
和６年能登半島地

震
7.6 7 80cm

死241
負1,299

住家全壊 8,789棟
住家半壊 18,813棟

住家一部破損 83,154棟

令和５年（2023
年）6月11日

苫小牧沖 6.2 ５弱 負1 なし

令和５年（2023
年）5月11日

千葉県南部 5.2 ５強 負9 住家一部破損 17棟

5.9 ５強

6.5 ６強

令和４年（2022
年）11月9日

茨城県南部 4.9 ５強 負1 なし

令和４年（2022
年）6月20日

5 ５強

令和４年（2022
年）6月19日

5.4 ６弱

令和４年（2022
年）3月16日

福島県沖 7.4 ６強 20cm
死4

負247

住家全壊 217棟
住家半壊 4,556棟

住家一部破損 52,162棟
令和４年（2022
年）1月22日

日向灘 6.6 ５強 負13 住家一部破損 1棟

令和３年（2021
年）12月3日

紀伊水道 5.4 ５弱 負5 住家一部破損 2棟

令和３年（2021
年）10月7日

千葉県北西部 5.9 ５強 負49 建物火災 1件など

令和３年（2021
年）10月6日

岩手県沖 5.9 ５強 負3 住家一部破損 1棟

令和３年（2021
年）5月1日

宮城県沖 6.8 ５強 負4 なし

令和３年（2021
年）3月20日

宮城県沖 6.9 ５強 負11 住家一部破損 2棟など

令和３年（2021
年）2月13日

福島県沖 7.3 ６強
死1

負187

住家全壊 69棟
住家半壊 729棟

住家一部破損 19758棟
令和２年（2020
年）12月21日

青森県東方沖 6.5 ５弱 負1 なし

令和２年（2020
年）9月12日

宮城県沖 6.2 4 負1 なし

令和２年（2020
年）9月4日

福井県嶺北 5 ５弱 負13 なし

令和２年（2020
年）6月25日

千葉県東方沖 6.1 ５弱 負2 住家一部破損 5棟

令和２年（2020
年）3月13日

石川県能登地方 5.5 ５強 負2 なし

令和元年（2019
年）8月4日

福島県沖 6.4 ５弱 負1 住家一部破損 1棟

令和元年（2019
年）6月18日

山形県沖 6.7 ６強 11cm 負43
住家半壊 28棟

住家一部破損 1580棟
令和元年（2019
年）5月25日

千葉県北東部 5.1 ５弱 負1 なし

令和元年（2019
年）5月10日

日向灘 6.3 ５弱 負3 なし

気象庁　日本付近で発生した主な被害地震（抜粋）

石川県能登地方 負7 住家一部破損 62棟

死1
負49

住家全壊 30棟
住家半壊 169棟

住家一部破損 535棟

令和５年（2023
年）5月5日

石川県能登地方
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第２問 

 
以下の文章を読み、問１･問２に答えなさい。 
 

 
お肉屋さんの隣には八百屋さん。その向かい側には喫茶店に、洋装店。美容院に、金物屋

さん。本当に何でもありそうだ。そして、買い物には中途半端な午後二時過ぎっていう時間

なのに意外と人が多く歩いている。 
「駅への通りですからね。夜中でもそれなりに人通りはあります。マンションはこの裏側の

道ですけれど、夜はここを通り道にした方がいいでしょうね」 
「そうします」 

商店街から、カフェの角を右に曲がる。 
「その白い建物ですね。入口は向こうの通り側です」 

二階建ての白く塗られた建物。こちら側の壁には部屋の窓しかない。その窓も、写真で見

たけれども少し変わっている。十字に窓枠が入っていてクラシカルな感じ。 
そして壁もただのコンクリートじゃなくて、何かデコボコしているのはそういう外壁の

塗り方？ 造り方なんだと思う。 
「何せ古いですからね。塗り替えてはいますけれど、建てられた当時のままです。あの窓に

付けられている柵も古さを感じるでしょう」 
「でも、オシャレです」 
行ったことはないけれど、ヨーロッパとかの古い街並みにある建物に、ああいう曲線で作

られた柵がよく使われていると思う。 
「そこですね」 

通りに面してある、真っ白でアーチのある入口。本当に、フランスとかにある建物みたい

だ。アーチの脇に階段がある。 
「このアーチの上の部分も部屋なんですね？」 
「そうですよ。ここは管理人室に使っている部屋になりますから、入れないですけれど。管

理人と仲良くなってお邪魔できれば別ですが」 
管理人さんがいるマンション。でも、大きいわけじゃない。部屋数は全部で十戸しかなく

て、そのうち大家さんと管理人さんで二つを使っているので、入居できるのは八戸、八部屋。 
今のところは五戸が埋まっていて、私が残りの三戸のうちのひとつにこれから入居する

予定。 
「先にお部屋を見ますか、それとも大家さんにお会いしてからにしましょうか」 
マンションの持ち主である大家さんと、一度は会って話をするというのは、契約の時の条

件。少し変わっている条件だと思うけど、大家さんも同じマンションに一緒に住んでいるの

だから、入居前にどういう人であるかをきちんと知りたいんだそうだ。野木さん*が仲介し

ている以上はそこで断られることはないって話だけれども。 
まだ契約前だけど、もうほとんどここにするって決めている私。 

「お部屋を見せてもらいます」 
さんざん写真で見たし、何よりも野木さんの推しを信じ切ってここにするって決めてい

るけれども、実際に部屋を見たら気が変わるかもしれない。 
でも、もう既にそんなはずはないって思ってる。 
アーチをくぐって、ぐるりと部屋に囲まれたそこは石畳が敷き詰められた中庭になって

いて、真ん中に小さな丸い噴水がある。梅雨も明けて、七月のもう夏の陽射しが強く当たっ

て、水がキラキラと輝いている。 
噴水の真ん中には水瓶を持った少女の像。少女が持つ水瓶から水が流れている。中庭のあ

るマンションなんて初めて見た。 
お部屋の玄関は全部その中庭に面していて、木製の扉。その横に小さなバルコニーのよう
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なものがついていて、そこにも美しい曲線を描く柵。玄関周りにだけ、小さな芝生のスペー

スがあって、細長い花壇もある。 
写真で見た通りの、本当にフランスかどこかの街にありそうな建物。アーチをくぐった瞬

間にどこでもドアでパリにでも来てしまったように思える。フランスには行ったこともな

いけれど。 
「想像以上に、フランスとかヨーロッパですね」 
「そうでしょう？ 私も来る度にそう感じています」 
私が入るのは、八号室。入口の向かって左側。管理人さんが住んでいる部屋のお隣。角部

屋。 
角部屋の玄関のところだけが壁が斜めになっているので、この中庭は上から見ると四角

形じゃなくて八角形になっているんだ。 
「ご覧の通り、中庭があるので陽当たりはどの部屋も抜群です。洗濯物も、バルコニーに干

しても構いません」 
「いいですよね」 
中庭だから、基本は住んでいる人しか入ってこない。もちろん、郵便とか宅配便の人たち

は別だろうけど。 
「じゃあ、お部屋へ」 

野木さんがスーツのポケットから鍵を出して、木製のドアの鍵穴に差し込む。 
「もちろん鍵は換えてありますし、古いものではないですよ」 
開けると、中が明るかった。窓からたくさんの陽が射し込んでいるんだ。 

「内装も壁の塗り替えや床のメンテナンスはしていますけど、基本的には建てた当時のま

まです」 
床は、どこかのお店でしか見たことないような黒い木の床材で、一枚一枚が大きい。そし

て、しっかりしている。きっと分厚いんだと思う。壁は本当に淡いクリーム色。一階は本当

にすとんとした四角い広い部屋の壁際にキッチン、奥にはトイレとお風呂。部屋の隅に壁に

沿った階段があって二階へ。 
「二階も一部屋ですね。ベッドと机を置いてカーテンで仕切るとか、そういう使い方をする

人が多いです。天井にレールなどを付けられますから」 
「はい」 
いいお部屋。写真で見るより、ずっといい雰囲気。築六十年になるのに、入居した人は出

たがらないっていうのがよくわかる。 
「決めます。契約します」 
野木さんが、微笑んで頷いた。 

「では、大家さん。リアーヌさんに会いましょうか」 
「はい」 
大家さんは、フランスの人だったリアーヌ・ボネさん。日本に帰化していて日本名もある

けれども、普段からフランスの名前で過ごしているんだって。 
このマンションも、実はリアーヌさんが幼い頃に過ごしたパリのマンションを模して造

られているんだってところは野木さんから聞かされていた。 
部屋から出ると、明るい陽射しの中、中庭の真ん中の噴水のところに男の人がいた。 

「あぁ、嶌谷さんだ」 
しまたにさん？ 

「ちょうどいい。紹介します」 
噴水に向かって歩き出したら、しまたにさんも気づいて、噴水のところで何か作業しよう

としていたのを止めて、立ち上がった。 
「嶌谷さん」 
「野木さん。お疲れ様です」 
大きな人だ。きっと一八〇センチ以上ある。短髪で、彫りが深い。この陽射しの中、暑い
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のに長袖のシャツに作業着のジャケット、ジーンズというラフな格好。シャツは紺色に小さ

な花柄でとても素敵なんだけど、暑くないんだろうか。 
「嶌谷さん、こちらお隣の八号室に入居予定の羽見さんです。羽見さん、ここの管理人をし

ている嶌谷さんです」 
管理人さんだったんだ。 

「初めまして」 
微笑むと、彫りの深い顔がちょっと子供っぽい笑顔になる。格闘技でもやっていたのかな

って雰囲気の体つき。 
「嶌谷さんの嶌は山かんむりに鳥の、嶌なんですよ」 
一瞬思い浮かばなかったけれど、わかった。好きな歌手の手嶌葵さんの嶌だ。 

「私は、羽に見る、で羽見なんです」 
嶌谷さんも、一瞬考えるような表情をして、頷いた。 

「お二人とも少し変わった名字で、鳥に関係していますね」 
野木さんがそう言うので、二人で少し笑ってしまった。確かにそうだ。私は、漢字自体は

簡単なのに、はねみ、と言っても誰もすぐに漢字が思い浮かばない珍しい名字。今まで親戚

以外で同じ名字の人に会ったことはない。 
「実は、嶌谷さんも二月ほど前に管理人として来たばかりなんです」 
「あ、そうなんですね」 
はい、って嶌谷さんが頷く。 

「前の管理人さんは、近藤さんというご婦人だったんですが、もう八十を過ぎたご高齢でし

てね。身体に無理が利かなくなって、施設の方に入られることになりまして、この嶌谷さん

が新しくやってきました」 
嶌谷さんは、きっと野木さんとそんなに変わらないようなお年じゃないかな。たぶん四十

代。 
四十代の働き盛りの男性が、マンションの管理人になるというのはどういう経緯があっ

たんだろうってちょっと考えてしまった。 
それに、嶌谷さんは返事しかしていない。無口な方なのかな。 

「お話ししましたけど、羽見さん」 
「はい」 
「築六十年です。あちこちガタが来ていますので、いろいろ不具合が出てくる場合がありま

す。たとえばボイラーの調子が悪いとか、大雨のときに窓枠から雨水が染みてきたとか、い

うのです」 
聞かされていた。とにかく古いのでいろいろある。その代わりに、家賃は格安。 

「何かあれば、その都度嶌谷さんに言ってください。彼はいろんな資格を持っていまして、

大抵のものなら修理できます。もちろん、借り主さん側の不注意による破損以外は、費用は

掛かりません」 
「水道とかガスとかそういうものも」 
「もちろん業者が入ることもありますけれど、一応は、全部嶌谷さんを通してくれれば大丈

夫です」 
それは、頼もしいかもしれない。 

「あ」 
着信音。 
野木さんのスマホに電話が掛かってきた。 

「ちょっとすみません。出ます」 
「どうぞ」 

すみません、と頭を下げながら野木さんは私たちから離れて、電話に出た。嶌谷さんは噴

水のところで何をしようとしていたんだろう。 
「噴水の掃除か何かですか？」 
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「あぁ」 
微笑んで、噴水を見た。 

「やはりゴミとか葉っぱとか、そういうものが溜まっていくんですね。水自体は循環してい

るんですが、やはり汚れてるのは見栄えも悪いですから、週に一回は軽く掃除をします。そ

して一ヶ月に一回は、水を抜いて全部を掃除します」 
「そうですか」 
管理人の業務って、きっとたくさんあるんだろうと思う。 

「全体のお掃除も、全部」 
「そうですね。毎朝、中庭を掃いているのが見えると思います。屋根や雨樋などの点検や掃

除もしますから、そのときは天井から音がするかもしれません。事前にお知らせします」 
それは、大変だ。前の管理人だったお年寄りの方は本当にきつかったんじゃないだろうか。 

「ここの水って、水道水なんですか？」 
「噴水の底に水道栓があって水を出していますね。そちら側の底に見えるでしょう」 
（中略） 
久しぶりの、ガーデンパーティ。 
なんかいまだにその言葉を思うだけでちょっと気恥ずかしいんだけれども、ここの中庭

でやると本当にその言葉が似合っていると思う。ここは日本だけど、もしも動画で撮影した

ら、間違いなくどこか外国でやっている風景に見えるはず。 
参加はもちろん強制なんかではなく自由だけれども、全員が顔を出せるようにリアーヌ

さんが調整して日程を決めている。費用も材料もリアーヌさん持ちだけれども、それぞれが

手元にある野菜なんかを持ち込んだり、手作りの料理を出したりしている。 
こんなふうにマンションの住人皆が集まって楽しむパーティがあるなんて、考えられな

い。大きな中庭があって周りにまったく迷惑を掛けることもないからっていうのも確かに

あるけれども、やっぱり住んでいる人たちが皆いい人たちだからなんだと思う。 
本当に〈マンション フォンティーヌ〉は素敵なところだ。 
こんなマンションで暮らせているなんて、引っ越してきて一年以上が過ぎてもまだ信じ

られない。大げさかもしれないけれども、毎日が夢の中にいるみたいに思えてくる。夢なら

ずっと覚めないでって思っている。 
（中略） 
天気の良い日の午後には、部屋にいる誰かしらが顔を出してベンチに座り、日向ぼっこを

したりしている。杏ちゃん**の友達が来ていることもある。幼稚園のお友逹だ。そんなとき

には、何も仕事がなければ管理人室の中から見守っていることもある。杏ちゃんは大人しく

賢い子なので危ないことはしないが、子供たちが遊んでいるときには何が起こるかわから

ない。そういうときは、じっと外から見ているのも何なので、中庭に出て軽く掃除をしたり

する。 
今日は休みなのだという坂上さん**が、午後に外出するときに中庭で会った。帰りは市谷

さん**と待ち合わせて外食の予定だと話していた。 
坂上さんが中庭から出ていった後に、羽見さん**もたまたま外に出てきて、今日はこれか

ら編集者さんが打合せに来るんだと言っていた。 
中庭にいると、毎日何かしらのそのような会話が交わされる。 
 

出典：「マンション フォンティーヌ」（小路幸也著、祥伝社） 
 
*マンション仲介の不動産業者。マンション フォンティーヌの大家の信頼が篤い。 
**マンション フォンティーヌの入居者。 
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問１  文中に描写されているマンション フォンティーヌの「中庭」空間を想像し、そのイ

メージを視覚的表現手段（絵、イラスト、スケッチ、マンガ、間取り図･平面図･断面図･透

視図などの図、あるいはそれらの組み合わせ）により、第三者が理解できるよう描写しなさ

い。補足的に文字による説明等を加えてもよい。 
この問いは、文中の空間描写を正確に描くことだけを評価するものではない。あなたが文

中から読み取って想像する「中庭」空間のユニークさやそれを第三者に伝えるために用いた

表現方法のユニークさも評価する。 
 
 
問２  入居者が安全･安心かつ快適に暮らせるように工夫された「中庭」空間のつくられ方

やマンションの運営･管理の方法を文中から読み取り説明しなさい。 
 


